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相談場所■小松商工会議所

経営相談

  ☎0761-21-3121
ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】

【被災復旧について】

【特許・商標】

【労務管理】

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか?

金融（融資）相談
※随時対応しております。

受付時間（月）～（金）9:00～16:00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和6年4月20日現在）

（7）

（3,310）
8件

4,110万円

■マルケイ資金（内コロナ）
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率 1.25％
・期間 設備10年・運転7年

0件

0万円

1件

300万円

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率 1.7％以内
・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.6％以内
・期間 7年

0件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率 1.3％以内
・期間 7年

1件

1,840万円

■原油価格等高騰借替分
8,000万円（運転資金）
・利率 1.85％以内
・期間 15年以内

9件

17,139万円

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率 1.8％以内
・期間 5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

2件 725万円
創業者分

3件 960万円
女性若者シニア分

15件 5,201万円
零細分

予約制

記帳・税務
相談

小松法律相談センター

日時：5月2日､9日､16日､23日､
         30日､（毎週木曜日）
         13:00～15:50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

日　時：6月11日（火）
　　　　10:00～16:00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・各種補助金や支援策に関する経営
相談窓口を設置しています。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

・補助金について教えて欲しい。

・特許や商標登録について検討し
ている。

・海外に製品を出したい。
・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業に
て対応または専門機関をご紹介しております。

令和5年度（3月末
まで）認定実績

予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。

金融情報

　設備貸与制度は、中小企業者等の皆さま方が希望される設備を（公財）
石川県産業創出支援機構（ISICO）が現金一括払いで購入し、長期・固定
金利で割賦販売（完済後に所有権を移転）するものです。

ISICO  （公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

公益財団法人
石川県産業創出支援機構
企業振興部  設備導入支援課
TEL: 076-267-1174
E-mail: setsubi@isico.or.jp

設備導入を支援します！

令和6年度設備貸与制度
お問い合わせ

機械販売業者

③設備設置
（検収）

設備貸与制度の仕組み

⑤設備代金の支払い

②売買契約

⑥返済

④
割賦
販売
契約

①申込

設備貸与（割賦）
中小企業者等

ISICO

詳細はこちら

令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年4月20日時点

金

成

助
・
金

助

補

分類 制　　　度 概　　　要 お 問 合 せ 先受付締切補助金上限額

持続化補助金
（災害支援枠）

被災小規模事業者による販
路開拓等の事業再建に向け
た取り組みを補助。

200万円
補助率：2/3

小規模事業者持続化
補助金
災害支援枠（令和6
年能登半島地震）
HP

3次：未定

国

伝統的工芸品
産業支援補助金
（災害復興事業）

伝統的工芸品（国指定）の製
造を再開するために必要な
下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

1,000万円
補助率：3/4

国

2次：6/28
経済産業省
中部経済産業局
産業部 製造産業課
052-951-2724

伝統工芸事業者
再建支援事業費
補助金

伝統的工芸品（県指定・稀少）
の製造を再開するために必要
な下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

県

1,000万円
補助率：3/4 2次：未定

石川県経営支援課
伝統産業振興室
076-225-1526

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。

15億円
補助率：3/4

石川県なりわい
再建支援
補助金HP

随時受付

県

中小企業者
持続化補助金
「災害支援枠
（令和6年能登
半島地震）」

被災中小企業者による販路
開拓等の事業再建に向けた
取り組みを補助。

200万円
補助率：1/2 2次：未定

県
公益財団法人
石川県
産業創出支援機構
HP

商店街復旧
事業補助金

被災したアーケードや街路灯
等の復旧整備にかかる費用
及び、来街を妨害するよう
な障害物の除去費を補助。

上限額なし
補助率：3/4 2次：5/10

商店街にぎわい
創出補助金

災害の影響により、来街者
数及び売上が減少した商店
街が実施する「にぎわい創出
の取組み」を定額補助。

100万円 1次：6/3
2次：7/4

県

県

令和5年度予備費
「地域商業機能複合
化推進事業（被災商
店街等再建支援事
業）」HP

商店街にぎわい

令和6年能登半島地震により災害を受けた当所会員及び
小松市内の事業者の支援を行うため、「特別相談窓口」を
次のとおり設置しています。

令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口

令和6年能登半島地震に　
関する事業者向け情報はこちら▶

令和6年能登半島地震に　
関する経営相談のご予約はこちら▶

相 談 方 法   小松商工会議所窓口・電話・オンライン
相 談 時 間   9：00～17：00（土・日・祝日をのぞく）
　　　　　　　オンラインは10：00～17：00
お問合せ先　小松商工会議所 中小企業相談所 経営支援課
　　　　　　　TEL：0761-21-3121

創出事業補助金HP
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2,000万円
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2,000万円
・利率 1.7％以内
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8,000万円（運転資金）
・利率 1.6％以内
・期間 7年
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8,000万円（運転資金）
・利率 1.3％以内
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1,840万円

■原油価格等高騰借替分
8,000万円（運転資金）
・利率 1.85％以内
・期間 15年以内
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■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率 1.8％以内
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記帳・税務
相談

小松法律相談センター

日時：5月2日､9日､16日､23日､
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         13:00～15:50

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

日　時：6月11日（火）
　　　　10:00～16:00
専門家：北陸税理士会 小松支部 派遣税理士
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（小松商工会議所経営支援課）

・各種補助金や支援策に関する経営
相談窓口を設置しています。

資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

・補助金について教えて欲しい。

・特許や商標登録について検討し
ている。

・海外に製品を出したい。
・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。

・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業に
て対応または専門機関をご紹介しております。

令和5年度（3月末
まで）認定実績

予約制

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。

金融情報

　設備貸与制度は、中小企業者等の皆さま方が希望される設備を（公財）
石川県産業創出支援機構（ISICO）が現金一括払いで購入し、長期・固定
金利で割賦販売（完済後に所有権を移転）するものです。

ISICO  （公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ
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企業振興部  設備導入支援課
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設備導入を支援します！

令和6年度設備貸与制度
お問い合わせ

機械販売業者

③設備設置
（検収）

設備貸与制度の仕組み

⑤設備代金の支払い

②売買契約

⑥返済

④
割賦
販売
契約

①申込

設備貸与（割賦）
中小企業者等

ISICO

詳細はこちら

令和6年能登半島地震に関する事業者向け情報 令和6年4月20日時点
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た取り組みを補助。
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国
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経済産業省
中部経済産業局
産業部 製造産業課
052-951-2724

伝統工芸事業者
再建支援事業費
補助金

伝統的工芸品（県指定・稀少）
の製造を再開するために必要
な下記の費用を補助。
❶設備・機器等の購入費及
　び修繕費
❷原材料の購入費及び型等
　の試作・製作費

県

1,000万円
補助率：3/4 2次：未定

石川県経営支援課
伝統産業振興室
076-225-1526

なりわい再建
支援補助金

設備や施設の復旧整備に係
る経費を補助。
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補助率：3/4

石川県なりわい
再建支援
補助金HP

随時受付

県

中小企業者
持続化補助金
「災害支援枠
（令和6年能登
半島地震）」

被災中小企業者による販路
開拓等の事業再建に向けた
取り組みを補助。

200万円
補助率：1/2 2次：未定

県
公益財団法人
石川県
産業創出支援機構
HP

商店街復旧
事業補助金

被災したアーケードや街路灯
等の復旧整備にかかる費用
及び、来街を妨害するよう
な障害物の除去費を補助。

上限額なし
補助率：3/4 2次：5/10

商店街にぎわい
創出補助金

災害の影響により、来街者
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街が実施する「にぎわい創出
の取組み」を定額補助。
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令和5年度予備費
「地域商業機能複合
化推進事業（被災商
店街等再建支援事
業）」HP

商店街にぎわい

令和6年能登半島地震により災害を受けた当所会員及び
小松市内の事業者の支援を行うため、「特別相談窓口」を
次のとおり設置しています。

令和6年能登半島地震による災害に関する特別相談窓口

令和6年能登半島地震に　
関する事業者向け情報はこちら▶

令和6年能登半島地震に　
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相 談 方 法   小松商工会議所窓口・電話・オンライン
相 談 時 間   9：00～17：00（土・日・祝日をのぞく）
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お問合せ先　小松商工会議所 中小企業相談所 経営支援課
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創出事業補助金HP

小松商工会議所 2024.53

中小企業相談所コーナー・ISICOコーナー
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※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）

【主要な表現について】

【各項目別のDI値の意味について】
①景況感…………………DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。
②売上高…………………DI値がプラスなら「増加」を､マイナスなら「減少」を表す。
③売上単価………………DI値がプラスなら「上昇」を､マイナスなら「低下」を表す。
④資金繰り………………DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。
⑤採算性（経常利益）……DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。

調査対象企業が自らの業績に下した判断
D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
令和5年度第3四半期（令和5年10月～12月）
令和5年度第4四半期（令和6年1月～3月、但し3月は見込み）
令和6年度第1四半期（令和6年4月～6月）

…
…

…
…
…
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【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：220社
【回答企業数】91企業（回答率：41.4％）
【調査期間】令和6年3月12日（火）～ 3月21日（木）

　小松商工会議所では、議員・評議員220社に対し、景気見通し
調査を実施しました。調査にご協力頂きましてありがとうございます。
【総括】調査結果として、景況・業況の動向について、令和6年能登
半島地震、人手不足、国内外の物価高等からくる悪影響による製造
コストの上昇もあり、来期予測も含めプラスになっている業種は小売
業のみだった。
　また、各項目において、「企業の危機管理（BCP・BCM）」に対す
る取組みについては、前回調査（令和4年度第2四半期）から取組み
を検討している企業が増加し40.0％となっている。
　人手不足については、前回調査（令和4年度第3四半期）から適正
と回答した企業が51.7％となっている。その他、調査結果の抜粋版
は次のとおり。

■年次別の推移

景
況
感〈
全
産
業
〉

景
況
感〈
製
造
業
〉

景
況
感〈
非
製
造
業
〉

　1～3月は、前期（10～12月）と比べ製
造業が21.2ポイント減少、非製造業が
19.8ポイント減少、全産業21.1ポイント
減少の▲30.0ポイントとなった。
　元旦の能登半島地震の影響はまだ続き、
また深刻な人手不足により案件に対応で
きないための売上の伸び悩み、「物流の
2024年問題」、原材料高騰などコストアッ
プに対する適正な価格転嫁への対応等、
経営課題は多い。

【景況感】
　製造業においては、鉄工･機械が、前期 
▲37.0から今期 ▲50.0、来期▲36.4と
悪化の状態が続く見通しであり、建設業
が、前期 ▲9.5、今期、来期共に▲23.1
と下降の見通しである。

製造業
非製造業
全産業

鉄工・機械
繊維
その他製造

サービス業

建設
小売業
卸売業

業況判断
D I 値

前 期
今 期
来 期

小松商工会議所

〈抜粋〉

緊
急

小松

景気見通し調査報告

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問い合わせください。
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※改善予測 （「来期」見通しから「今期」を差し引いた値、プラスの場合は今期より来期の方が上昇するという予測）

【主要な表現について】

【各項目別のDI値の意味について】
①景況感…………………DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。
②売上高…………………DI値がプラスなら「増加」を､マイナスなら「減少」を表す。
③売上単価………………DI値がプラスなら「上昇」を､マイナスなら「低下」を表す。
④資金繰り………………DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。
⑤採算性（経常利益）……DI値がプラスなら「好転」を､マイナスなら「悪化」を表す。

調査対象企業が自らの業績に下した判断
D.I（ディフュージョン・インデックス）とは企業の景況感を示す指数
「好転」の割合から「悪化」の割合を差し引いた値（無回答を除く）
令和5年度第3四半期（令和5年10月～12月）
令和5年度第4四半期（令和6年1月～3月、但し3月は見込み）
令和6年度第1四半期（令和6年4月～6月）

…
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…
…
…
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【調査対象】小松商工会議所議員・評議員企業：220社
【回答企業数】91企業（回答率：41.4％）
【調査期間】令和6年3月12日（火）～ 3月21日（木）

　小松商工会議所では、議員・評議員220社に対し、景気見通し
調査を実施しました。調査にご協力頂きましてありがとうございます。
【総括】調査結果として、景況・業況の動向について、令和6年能登
半島地震、人手不足、国内外の物価高等からくる悪影響による製造
コストの上昇もあり、来期予測も含めプラスになっている業種は小売
業のみだった。
　また、各項目において、「企業の危機管理（BCP・BCM）」に対す
る取組みについては、前回調査（令和4年度第2四半期）から取組み
を検討している企業が増加し40.0％となっている。
　人手不足については、前回調査（令和4年度第3四半期）から適正
と回答した企業が51.7％となっている。その他、調査結果の抜粋版
は次のとおり。

■年次別の推移
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　1～3月は、前期（10～12月）と比べ製
造業が21.2ポイント減少、非製造業が
19.8ポイント減少、全産業21.1ポイント
減少の▲30.0ポイントとなった。
　元旦の能登半島地震の影響はまだ続き、
また深刻な人手不足により案件に対応で
きないための売上の伸び悩み、「物流の
2024年問題」、原材料高騰などコストアッ
プに対する適正な価格転嫁への対応等、
経営課題は多い。

【景況感】
　製造業においては、鉄工･機械が、前期 
▲37.0から今期 ▲50.0、来期▲36.4と
悪化の状態が続く見通しであり、建設業
が、前期 ▲9.5、今期、来期共に▲23.1
と下降の見通しである。
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景気見通し調査報告

※詳細については、本所HPまたは、中小企業相談所までお問い合わせください。
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業種 不足 適正 過剰
鉄工・機械 31.8% 54.6% 13.6%
繊維 14.3% 85.7%
その他製造 50.0% 50.0%

製造業 30.3% 60.6% 9.1%
建設業 75.0% 25.0%
小売業 40.0% 60.0%
卸売業 37.5% 62.5%
運輸 60.0% 40.0%
飲食業・宿泊 100.0%
その他サービス業 40.9% 59.1%

全　体 44.9% 51.7% 3.4%
R5年 51.8% 46.3% 1.9%
R4年 56.8% 40.4% 2.8%
R3年 31.6% 59.6% 8.8%

　「不足している」と回答した企業
の 割 合 は、全 体 で 44.9 ％ (R5年
51.8％ )と、僅かに改善されたもの
の、相変わらず深刻である。「不足
している」と回答した業種は、割合の
高い順に、飲食業 100.0％、建設業 
75.0％、運輸 60.0％、その他製造 
50.0％であった。

　全体としい高い順に「従業員の安否確認手
段の整備が必要」50.3％ (R4.9月40.6％ )、

「 非 常 食・飲 料 水 の 確 保 が 必 要 」39.1 ％
(R4.9月15.8％ )、「緊急時の指揮･命令系
統の構築が必要」35.6％ (R4.9月39.6％ )
と続く。その他、業種別として「データ等バッ
クアップ管理の構築が必要」では、卸売業 
62.5％、繊維、その他製造、その他サービス
業が50.0％、「施設や設備の防災対策が必
要」では、小売業 80.0％、運輸 75.0％、繊維 
50.0％が高かった。

※その他：緊急用発電装置設置［車両用燃料給油の為］（小売業）、今後検討（建設業）

　「企業の危機管理」に対する取組みにつ
いて、「取組みを行っている」もしくは「検討し
ている」企業の実施・検討内容として割合の
高い順に、「従業員の安否確認手段の整備」
69.2％、「緊急時の指揮･命令系統の構築」
60.0％、「データ等バックアップ管理の構築」
44.6％と続く。前回と順位に余り大きな変化
はみられなかった。R1.12調査時、「同業者等
との緊急時の相互支援の取り決め」が5.6％
だったのが、今回調査時 12.3％と２倍以上の
大幅アップとなった。

　「取組みを行っている」業種は、高い順に、その他サービス業 47.8％、鉄工・機械 40.9％、
小売業 40.0％と続く。「取組みを行っている」「取組みを検討している」合わせると、全体で 
73.3％あった。一方「取組みは行っていない」業種は、高い順に飲食業・宿泊 75.0％、繊維
42.8％、運輸 40.0％と続く。
　「取組みは行っていない」が、令和4年8月の大雨災害や今回の能登半島地震後の影響もあ
り、R1.12調査時より、11.5％減少している。

　鉄工・機械は、正規社員 50.1％、非正規社員 4.5％、両方
31.8％、合計 86.4％、運輸は、正規社員 60.0％、両方20.0％、
合計 80.0％、その他製造は、正規社員 50.0％、非正規社員 
25.0％、合計 75.0％の企業が中途採用した割合が高かった。

業　種 正規社員 非正規社員 両方 採用なし 無回答
鉄工・機械 50.1% 4.5% 31.8% 9.1% 4.5%
繊維 28.6% 28.6% 42.8%
その他製造 50.0% 25.0% 25.0%

製造業 45.5% 12.1% 21.2% 18.2% 3.0%
建設業 46.1% 15.4% 7.7% 23.1% 7.7%
小売業 20.0% 20.0% 60.0%
卸売業 50.0% 50.0%
運輸 60.0% 20.0% 20.0%
飲食業・宿泊 25.0% 25.0% 50.0%
その他サービス業 13.0% 17.4% 4.3% 56.6% 8.7%

全　体 36.2% 12.1% 12.1% 35.2% 4.4%

両方 今回 R4.9
1 従業員の安否確認手段の整備が必要 50.6% 40.6%
2 非常食・飲料水の確保が必要 39.1% 15.8%
3 緊急時の指揮･命令系統の構築が必要 35.6% 39.6%
4 データ等バックアップ管理の構築が必要 34.5% 31.7%
5 防災教育と訓練の実施が必要 34.5% 19.8%
6 施設や設備の防災対策が必要 33.3% 35.6%
7 防災マニュアルの策定が必要 28.7% 21.8%
8 事業継続のための計画（ＢＣＰ）の策定が必要 20.7% 17.8%
9 災害に対応した保険の加入･検討が必要 18.4% 16.8%
10 同業者等との緊急時の相互支援の取り決めが必要 10.3% 8.9%
11 調達先・仕入先の分散が必要 8.0% 2.0%
12 生産・物流拠点の分散が必要 8.0% 2.0%

両方 今回 R4.9 R1.12
1 従業員の安否確認手段の整備 69.2% 61.4% 56.3%
2 緊急時の指揮･命令系統の構築 60.0% 65.7% 53.5%
3 データ等バックアップ管理の構築 44.6% 38.6% 47.9%
4 非常食・飲料水の確保 38.5% 27.1% 28.2%
5 防災教育と訓練の実施 36.9% 30.0% 50.7%
6 事業継続のための計画（ＢＣＰ）の策定 23.1% 24.3% 18.3%
7 防災マニュアルの策定 23.1% 25.7% 35.2%
8 事業継続のための計画の策定中･検討中 20.0% 12.9% 12.7%
9 施設や設備の耐震化 15.4% 14.3% 15.5%
10 同業者等との緊急時の相互支援の取り決め 12.3% 10.0% 5.6%
11 調達先・仕入先の分散 9.2% 7.1% 11.3%
12 生産・物流拠点の分散 3.1% 5.7% 8.5%
13 その他 3.1% 1.4% 2.8%

業種 取組みを行っている 取組みを検討している 取組みは行っていない

鉄工・機械 40.9% 50.0% 9.1%
繊維 28.6% 28.6% 42.8%
その他製造 25.0% 50.0% 25.0%

製造業 36.4% 45.4% 18.2%
建設業 16.7% 58.3% 25.0%
小売業 40.0% 40.0% 20.0%
卸売業 25.0% 37.5% 37.5%
運輸 20.0% 40.0% 40.0%
飲食業・宿泊 25.0% 75.0%
その他サービス業 47.8% 26.1% 26.1%

全　体 33.3% 40.0% 26.7%
R4.9 33.0% 33.0% 34.0%
R1.12 27.0% 34.8% 38.2%

【設問４】現在の人員の充足状況について［n=89］

【設問３】 令和６年能登半島地震により、改めて強く感じたことや必要と感じた取組みについて（複数回答可）［n=87］

【設問２】（設問１で「取組みを行っている」「取り組みを検討している」を選択した方）取組みの実施・検討内容について（複数回答可）［n=65］ 

【設問1】大地震や水害などの緊急事態に対する取組みについて
（複数選択可）［n=90］

【設問５】今年度の社員の中途採用について［n=91］

人手不足について

「企業の危機管理（BCP・BCＭ）」に対する取組みについて

今回

R4.9

今回

R4.9

R1.12
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【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.82倍 1.87倍 1.15倍 1.45倍 0.89倍

（前月2.4％）

（10～12月期）

（前月163万人）

2.6％

1.7％

177万人

1.26倍

1.59倍

1.17倍

（前月1.27倍）

（前月1.68倍）［原数値］

（前月1.19倍）［原数値］

全産業合計
の業況DI値

月の

▲12.9

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲14.8  ▲13.9  ▲12.2  ▲16.0
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●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

▲
12
･
9（
前
月
比
±
0
･
0
ポ
イ
ン
ト
）

　
建
設
業
は
、
住
宅
関
連
を
中
心
に
民
間

工
事
の
不
振
が
続
き
、
悪
化
し
た
。
小
売

業
は
、
物
価
高
に
よ
る
消
費
者
の
買
い
控

え
の
継
続
が
重
荷
と
な
り
、
悪
化
に
転
じ

た
。一
方
、サ
ー
ビ
ス
業
は
、
人
手
不
足
は

継
続
す
る
も
の
の
、国
内
外
の
観
光
需
要

増
の
恩
恵
を
受
け
た
飲
食
・
宿
泊
業
が
下

支
え
し
、ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。
製
造

業
は
、
飲
食
品
関
係
の
需
要
増
の
ほ
か
、

自
動
車
関
係
も
堅
調
に
推
移
し
、
改
善
と

な
り
、
卸
売
業
も
、
製
造
業
に
け
ん
引
さ

れ
、
改
善
し
た
。

　
日
経
平
均
株
価
の
最
高
値
更
新
等
、
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
え
る
一
方
、
物
価
の

高
止
ま
り
や
円
安
基
調
等
に
よ
る
コ
ス
ト

増
が
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
手
不
足

に
よ
る
受
注
機
会
の
損
失
や
コ
ス
ト
増
に

見
合
う
価
格
転
嫁
も
で
き
て
お
ら
ず
、 業

況
は
足
踏
み
と
な
っ
た 

。

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

▲
12
･
2（
今
月
比
+
0
･
7
ポ
イ
ン
ト
）

　
新
年
度
の
歓
送
迎
会
や
企
業
の
新
た

な
設
備
投
資
需
要
の
増
加
等
に
よ
る
国
内

需
要
の
拡
大
、
政
府
の
令
和
６
年
度
事
業

に
よ
る
経
済
活
性
化
等
、
改
善
へ
の
期
待

感
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、
物
流
費
の
高
騰
や
人
材
確
保
に

向
け
た
賃
上
げ
等
、
企
業
負
担
は
増
加
が

継
続
し
て
い
る
。
加
え
て
、
人
材
確
保
や

生
産
性
向
上
、
労
務
費
を
含
む
価
格
転
嫁

な
ど
、
対
応
す
る
べ
き
課
題
が
多
く
、
先

行
き
は
力
強
さ
を
欠
い
て
い
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
改
善
。
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、
観
光
支
援
策「
北
陸
応
援
割
」が
開
始

さ
れ
た
こ
と
で
観
光
客
が
増
加
し
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
な
ど
で
売
上
・
採
算
が
改
善

し
た
。
製
造
業
で
も
、
観
光
客
の
増
加
に

伴
う
飲
食
関
係
の
需
要
の
高
ま
り
に
よ

り
、
飲
食
料
品
関
係
を
中
心
に
売
上
・
採

算
が
改
善
し
た
。
事
業
者
か
ら
は
、
観
光

業
の
盛
り
上
が
り
が
そ
の
他
の
業
種
へ
波

及
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
全
体
の
好
循

環
を
期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基
準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって売上
高などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

業況DI は、コスト増の中、
人手不足等で足踏み
先行きは、改善の期待高まるも、
課題多く力強さ欠く

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査
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北
陸
工
場

工
場
長   

　
　
　
　

　
　
石
本　
一
政 

氏

　
本
所
１
号
議
員
補
欠
選
挙

に
よ
り
、
４
月
１
日
付
で
１

名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

金
沢
信
用
金
庫

　
　
小
松
中
央
支
店

支
店
長
　
　
　
　

　
　
小
柄　
健 

氏

　
４
月
１
日
付
人
事
異
動

に
よ
り
、
本
所
評
議
員
に
支

店
長
の
小
柄
健
氏
が
就
任

さ
れ
た
。

議
員
就
任
の
お
知
ら
せ

評
議
員
変
更
の
お
知
ら
せ

　
現
在
、
令
和
6
年
度
会
費
の
ご
納
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
所
で
は
、
会
員
の
皆
様
が
様
々
な
経
営
環
境
に
対
応
で
き
る

よ
う
各
種
相
談
な
ど
の
支
援
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
何
卒

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
引
き
続
き
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
口
座
振
替
の
方

　
ご
指
定
の
口
座
よ
り
、

５
月
31
日（
金
）に
自
動
振
替

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
振
込
み
の
方

　
請
求
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
５
月
31
日（
金
）ま
で

に
お
振
込
み
い
た
だ
く
か
、

当
所
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
変
更
事
項
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

中
小
企
業
相
談
所 

経
営
支
援
課

島
崎  

愛
美

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
中
小
企
業
相

談
所
経
営
支
援
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
、

島
崎
愛
美
と
申
し
ま
す
。

　
前
職
で
は
旅
行
会
社
で
企
画
造
成
や
地

域
の
観
光
素
材
の
開
発
等
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

会
員
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
邁
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本所では、節電・省エ
ネ等の観点より、夏季の
軽装を次の通り実施しま
す。ご理解とご協力をお
願いします。
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松
商
工
会
議
所
総
務
・
事
業
課
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0
7
6
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・
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・
3
1
2
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〞

〝

令
和
6
年
度

会
費
ご
納
入
の
お
願
い

軽装［クールビズ］の
実施について Cool Biz

令和6年5月1日（水）～
10月31日（木）
期間中は室内温度28度を目安
に冷房を設定し、職員はノー上
着、ノーネクタイ等の軽装で執
務いたします。

実施期間

実施内容

中
小
企
業
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経
営
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課

万
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紘
慶

　
令
和
６
年
４
月
1
日
よ
り
中
小
企
業
相

談
所
経
営
支
援
課
勤
務
と
し
て
入
所
い
た

し
ま
し
た
、
万
本
紘
慶
と
申
し
ま
す
。

　
主
に
記
帳
や
労
働
保
険
な
ど
の
業
務
を

担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
日
進
月
歩
の
精
神
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

中
小
企
業
相
談
所 

経
営
支
援
課

吉
川  

莉
理

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
中
小
企
業

相
談
所
経
営
支
援
課
勤
務
と
し
て
入
所
い

た
し
ま
し
た
、
吉
川
莉
理
と
申
し
ま
す
。

　
主
に
広
報
に
関
す
る
こ
と
や
相
談
所
会

計
な
ど
の
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
一
つ
一
つ
の
仕
事
に
丁
寧
に
向
き
合
い
、

一
日
で
も
早
く
会
員
の
皆
様
の
お
力
と
な
れ

る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
・
事
業
課

藤
村  

哲
将

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
総
務
・
事
業

課
勤
務
と
な
り
ま
し
た
、
藤
村
哲
将
と
申

し
ま
す
。

　
主
に
貸
室
の
受
付
や
会
場
設
営
、
施
設

管
理
を
担
当
し
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
会
場
作

り
、
施
設
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

気
軽
に
お
声
か
け
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

職
員
紹
介

新
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全産業合計
の業況DI値

月の

▲12.9

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越
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不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲14.8  ▲13.9  ▲12.2  ▲16.0
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建
設
業
は
、
住
宅
関
連
を
中
心
に
民
間

工
事
の
不
振
が
続
き
、
悪
化
し
た
。
小
売

業
は
、
物
価
高
に
よ
る
消
費
者
の
買
い
控

え
の
継
続
が
重
荷
と
な
り
、
悪
化
に
転
じ

た
。一
方
、サ
ー
ビ
ス
業
は
、
人
手
不
足
は

継
続
す
る
も
の
の
、国
内
外
の
観
光
需
要

増
の
恩
恵
を
受
け
た
飲
食
・
宿
泊
業
が
下

支
え
し
、ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。
製
造

業
は
、
飲
食
品
関
係
の
需
要
増
の
ほ
か
、

自
動
車
関
係
も
堅
調
に
推
移
し
、
改
善
と

な
り
、
卸
売
業
も
、
製
造
業
に
け
ん
引
さ

れ
、
改
善
し
た
。

　
日
経
平
均
株
価
の
最
高
値
更
新
等
、
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
え
る
一
方
、
物
価
の

高
止
ま
り
や
円
安
基
調
等
に
よ
る
コ
ス
ト

増
が
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
手
不
足

に
よ
る
受
注
機
会
の
損
失
や
コ
ス
ト
増
に

見
合
う
価
格
転
嫁
も
で
き
て
お
ら
ず
、 業

況
は
足
踏
み
と
な
っ
た 

。

●
先
行
き
見
通
し
D
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▲
12
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今
月
比
+
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ト
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新
年
度
の
歓
送
迎
会
や
企
業
の
新
た

な
設
備
投
資
需
要
の
増
加
等
に
よ
る
国
内

需
要
の
拡
大
、
政
府
の
令
和
６
年
度
事
業

に
よ
る
経
済
活
性
化
等
、
改
善
へ
の
期
待

感
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
、
物
流
費
の
高
騰
や
人
材
確
保
に

向
け
た
賃
上
げ
等
、
企
業
負
担
は
増
加
が

継
続
し
て
い
る
。
加
え
て
、
人
材
確
保
や

生
産
性
向
上
、
労
務
費
を
含
む
価
格
転
嫁

な
ど
、
対
応
す
る
べ
き
課
題
が
多
く
、
先

行
き
は
力
強
さ
を
欠
い
て
い
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
改
善
。
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
、
観
光
支
援
策「
北
陸
応
援
割
」が
開
始

さ
れ
た
こ
と
で
観
光
客
が
増
加
し
、
飲
食

店
や
宿
泊
業
な
ど
で
売
上
・
採
算
が
改
善

し
た
。
製
造
業
で
も
、
観
光
客
の
増
加
に

伴
う
飲
食
関
係
の
需
要
の
高
ま
り
に
よ

り
、
飲
食
料
品
関
係
を
中
心
に
売
上
・
採

算
が
改
善
し
た
。
事
業
者
か
ら
は
、
観
光

業
の
盛
り
上
が
り
が
そ
の
他
の
業
種
へ
波

及
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
全
体
の
好
循

環
を
期
待
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

＊DI値（景況判断指数）について
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基
準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイ
ナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって売上
高などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

業況DI は、コスト増の中、
人手不足等で足踏み
先行きは、改善の期待高まるも、
課題多く力強さ欠く
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在
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度
会
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の
ご
納
入
を
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し
て
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り
ま
す
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で
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の
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な
経
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に
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で
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よ
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強
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組
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で
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ま
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ご
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力
を
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り
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引
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続
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活
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だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
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振
替
の
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ご
指
定
の
口
座
よ
り
、
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月
31
日（
金
）に
自
動
振
替

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
振
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み
の
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請
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書
を
お
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り
し
ま
す

の
で
、
５
月
31
日（
金
）ま
で

に
お
振
込
み
い
た
だ
く
か
、

当
所
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
変
更
事
項
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

中
小
企
業
相
談
所 

経
営
支
援
課

島
崎  

愛
美

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
中
小
企
業
相

談
所
経
営
支
援
課
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
、

島
崎
愛
美
と
申
し
ま
す
。

　
前
職
で
は
旅
行
会
社
で
企
画
造
成
や
地

域
の
観
光
素
材
の
開
発
等
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
、

会
員
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
邁
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本所では、節電・省エ
ネ等の観点より、夏季の
軽装を次の通り実施しま
す。ご理解とご協力をお
願いします。
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令
和
6
年
度

会
費
ご
納
入
の
お
願
い

軽装［クールビズ］の
実施について Cool Biz

令和6年5月1日（水）～
10月31日（木）
期間中は室内温度28度を目安
に冷房を設定し、職員はノー上
着、ノーネクタイ等の軽装で執
務いたします。

実施期間

実施内容

中
小
企
業
相
談
所 

経
営
支
援
課

万
本  

紘
慶

　
令
和
６
年
４
月
1
日
よ
り
中
小
企
業
相

談
所
経
営
支
援
課
勤
務
と
し
て
入
所
い
た

し
ま
し
た
、
万
本
紘
慶
と
申
し
ま
す
。

　
主
に
記
帳
や
労
働
保
険
な
ど
の
業
務
を

担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
一
日
も
早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
日
進
月
歩
の
精
神
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

中
小
企
業
相
談
所 

経
営
支
援
課

吉
川  

莉
理

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
、
中
小
企
業

相
談
所
経
営
支
援
課
勤
務
と
し
て
入
所
い

た
し
ま
し
た
、
吉
川
莉
理
と
申
し
ま
す
。

　
主
に
広
報
に
関
す
る
こ
と
や
相
談
所
会

計
な
ど
の
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
一
つ
一
つ
の
仕
事
に
丁
寧
に
向
き
合
い
、

一
日
で
も
早
く
会
員
の
皆
様
の
お
力
と
な
れ

る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
・
事
業
課

藤
村  

哲
将

　
令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
総
務
・
事
業

課
勤
務
と
な
り
ま
し
た
、
藤
村
哲
将
と
申

し
ま
す
。

　
主
に
貸
室
の
受
付
や
会
場
設
営
、
施
設

管
理
を
担
当
し
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
会
場
作

り
、
施
設
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

気
軽
に
お
声
か
け
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。

職
員
紹
介

新
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Information



　小松商工会議所が主体となり、大衆化されたソフトボールを通
じて勤労者（市民）に夢と希望を与え、健康で明るく豊かな活力の
ある職場環境づくりに資することを目的に開催しております。皆様
のご参加をお待ちしております。

業種別対抗ソフトボール大会

YEGによる
コミュニティの力が
地域の未来をつくる!
石川県小松市を主会場に
日本商工会議所青年部第43回全国大会
加賀能登の國いしかわ小松大会を開催

〈御礼〉この度の日本商工会議所青年部第43回全国大会「加賀能登の國いしかわ小松大会」にご支援、ご協力いただきました皆様に心より御礼申し上げます。

第54回

主 　 　 催
主 　 　 管
期 　 　 日

会 　 　 場
参 加 資 格

参 加 料
傷 害 保 険
参加締切日
抽 選 会

要項・申込書

小松商工会議所
小松市ソフトボール協会
令和６年６月　日（　）８時30分～小雨決行（雨天の
場合　月日（日）
スカイパークこまつ翼（日末町や１番地１）
①小松市に事業所を有する団体、会社、工場、商
店であること。
②学生は参加できない。但し、定時制高校生は一
般とする。
１チーム　9,000円
各チームにてご加入下さい。
令和６年５月　日（　）まで
令和６年５月　 日（　）　時　分～
桜木体育館２Ｆ会議室
石川県ソフトボール協会ホームページ内、各支部・
各組織の掲示板よりダウンロードできます。
小松市ソフトボール協会　事務局長　清土　仁志
TEL・FAX：0761-44-2481
携帯：090-5178-5325

お申込み・
問い合わせ
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全国大会開催報告

　３月13日（水）～17日（金）、令和５年度日本商工会議所青年部第43
回全国大会「加賀能登の國いしかわ小松大会」が小松市を主会場に石
川県内各所で開催された。「Power of Community ISIKAWA」をテー
マに掲げた本全国大会は、１月１日に発生した令和６年能登半島地震
を受け、様々な復興支援事業を大会プラグラム内で展開、日本商工会
議所青年部加盟全単会となる417単会、総勢10,853名にのぼる参加
登録があり、全国各地から参加したYEGメンバーらは、１年間の集大
成となる全国大会への参加を通して地域や単会を超えた交流を深め、
YEGによる絆をより強固なものにした。
　大会初日となる13日（水）には、日本商工会議所青年部（YEG）の木
村麻子会長をはじめとする役員らが、小松商工会議所、小松市を表敬
訪問し、続いて白山比咩神社（白山市）にて全国大会成功祈願を執り行
い、大会の成功を誓った。
　14日（木）には、みやびの宿 加賀百万石（加賀市）を会場に、日本
YEG第324回役員会・諸会議並びに全国大会前泊者交流会が開催さ
れ、前泊者交流会では、石川が誇る豊かな食や文化で参加者へのおも
てなしを行った。
　初めての企画として、15日（金）にはサイエンスヒルズこまつにて男
女共同参画推進事業が行われ、これからのYEG組織における女性活躍
や多様性への理解促進などに関し、ワークショップを通じて意見交換
した。石川県小松市團十郎芸術劇場うららで行われた開会セレモニー
では、塩士良一石川県連会長（輪島YEG）をはじめ、七尾、輪島、珠洲
YEGの会長らが登壇し、震災発生直後より各地から寄せられた支援物
資、災害見舞金及び心温まる言葉の数々に対して深い感謝の想いを伝
えた。続いての日本YEG第102回通常会員総会では、令和７年度日
本YEG会長候補に小野知一郎大会会長（小松YEG）を選任する議案を
含め、全ての議案が原案通りに可決承認された。また、南加賀地域の
各所では、地域の特色を際立たせた様々な分科会が行われた。
　こまつドームで開催した復興コンサート～能登のもんde交流会～で

は、能登地域の食材を豊富に取り入れたメニューが提供されたほか、
9ブロック、高知YEGの協力のもと実施された三大事業連携物産展で
のご当地グルメの数々もふるまわれた。アリーナ内では、長谷川章氏
による「デジタル掛軸」で彩られる中、ヴァイオリニストの葉加瀬太郎
氏によるコンサートが行われ、参加者はアートと地域の食を交えて親
睦を深めるとともに、能登地域の１日も早い復旧・復興を願った。
　16日（土）には馳浩石川県知事、宮橋勝栄小松市長をはじめとする
多数のご来賓の臨席のもと記念式典が開催され、主催者挨拶の中で木
村麻子日本YEG会長が、改めて震災に対する全国各地からの力添えに
謝意を伝えると共に、この度の全国大会でより深い絆となった全国の
YEGメンバーと共に希望溢れる未来を作り上げいこうと呼びかけた。
続いて、小林健日本商工会議所会頭より、前日に訪問した能登地域の
被災状況を踏まえ、被災地が求める支援を継続していくことについて
話された。開催地からは、西正次小松商工会議所会頭が全国のYEGメ
ンバーへの歓迎挨拶を行い、小野知一郎大会会長は、YEGによるコミュ
ニティの力をもって、大きな未来を共に作っていこうと呼びかけた。
岸田文雄内閣総理大臣、岩田和親経済産業副大臣より寄せられた激励
のビデオメッセージも披露され、日本YEG事業で進められてきた政策
提言書の手交式や各種表彰式が行われた後、大会旗が令和６年度開催
の日本YEG第44回全国大会「ほとめきFUKUOKAくるめ大会」へと
伝達され、記念式典を閉会した。
　記念講演では、全国商工会青年部連合会、全国中小企業青年中央会、

（公社）日本青年会議所、日本YEGの青年経済４団体が連携した災害
フォーラムを開催、各団体代表者に加え、小松市出身で総合地球環境
学研究所副所長の谷口真人氏も登壇し、組織の垣根を超えた災害発生
時における連携した取り組みなどについて意見が交された。
　小松駅周辺では、15日（金）～16日（土）にかけて「加賀能登の國物
産展」が開催され、能登地域からは能登牡蠣の飲食ブースや能登地域
のYEGが連携して構えた特産品・伝統工芸品販売ブースも出展され
た。16日（土）は石川県民の長年の悲願であった北陸新幹線石川県内
全線開業日という記念すべき日と同日開催となり、石川県・小松市及
び地元商店街等による開業記念イベントとの相乗効果も生まれ、会場
では終日、YEG、地域住民、観光客が一体となり大きな賑わいをみせ
ていた。
　最終日となる17日（日）には、ヘルスツーリズムをテーマとしたエク
スカーション事業が市内で開催され、５日間にわたる全てのプログラ
ムが無事に終了し、盛会のうちに第43回全国大会の幕を閉じた。

　大会期間に前後し、仮想空間「メタ
バース」を活用したオンライン事業も
実施され、全国からの参加者は、メ
タバース会場内でアバターを操作し
てオンライン上で交流するという新
しい取り組みも全国大会で初めて実
施された。

駅前物産展での能登ブース 開会セレモニー

記念式典での木村会長挨拶記念式典での木村会長挨拶

小林会頭挨拶 西会頭挨拶小野大会会長による大会旗入場



　小松商工会議所が主体となり、大衆化されたソフトボールを通じ
て勤労者（市民）に夢と希望を与え、健康で明るく豊かな活力のある
職場環境づくりに資することを目的に開催しております。皆様のご参
加をお待ちしております。

業種別対抗ソフトボール大会
第55回

主 　 　 催
主 　 　 管
期 　 　 日

会 　 　 場
参 加 資 格

参 加 料
傷 害 保 険
参加締切日
抽 選 会

要項・申込書

小松商工会議所
小松市ソフトボール協会
令和６年６月9日（日）８時30分～小雨決行（雨天の場
合6月16日（日）
スカイパークこまつ翼（日末町や１番地１）
①小松市に事業所を有する団体、会社、工場、商店
であること。
②学生は参加できない。但し、定時制高校生は一般
とする。
１チーム　10,000円
各チームにてご加入下さい。
令和６年５月24日（金）まで
令和６年５月28日（火）19時30分～
第一地区コミュニティセンター
石川県ソフトボール協会ホームページ内、各支部・各
組織の掲示板よりダウンロードできます。

下記までお電話でご連絡ください。
小松市ソフトボール協会
理 事 長　吉田義男　090-1318-2241
事務局長　清土仁志　090-5178-5325

お申込み・
問い合わせ

小松商工会議所 2024.59

会議所の動き

小
松
基
地
の
強
靭
化
に
伴
う

施
設
工
事
受
注
機
会
の
確
保
を
要
望

中
小
企
業
関
連
支
援
施
策
を
説
明

　
本
所
は
、
去
る
３
月
25
日
、
佐
々
木
紀
衆
議
院
議
員
同
行
の
も
と
、
小
松

商
工
会
議
所
・（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会（
会
長
：
吉
光
岳
文
）・
石
川

県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部（
本
部
長
：
今
出
真
稔
）・
小
松
管
工
事
協

同
組
合（
理
事
長
：
茗
荷
谷
豊
）の
４
団
体
合
同
で
、
防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛

局
に
対
し
、
小
松
基
地
の
強
靭
化
に
伴
う
施
設
工
事
全
般
に
対
す
る
要
望
を

行
っ
た
。

　
４
団
体
を
代
表
し
、
本
所
小
前
田
副
会
頭
は
、
防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛
局

の
茂
籠
勇
人
局
長
に
対
し
、
総
合
評
価
方
式
一
般
競
争
入
札
に
お
け
る
地
元

業
者
へ
の
評
価
加
点
や
、
航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
の
強
靭
化
に
伴
う
施
設
整

備
工
事
に
か
か
る
地
元
業
者
へ
の
受
注
機
会
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
要
請
し
、

要
望
書
を
手
渡
し
た
。

　
茂
籠
局
長
は
、「
こ
の
要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
制
度
上
で
き
う
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
た
い
。」と
話

さ
れ
、
進
め
ら
れ
て
い
る
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
な
お「
防
衛
力
整
備
計
画
」（
Ｒ
５
～
Ｒ
９
年
度
）に
お
け
る
自
衛
隊
施
設
の

強
靭
化
に
つ
い
て
は
、
４
兆
円（
契
約
ベ
ー
ス
）規
模
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
所
で
は
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会
と
共
催
で
中
部
経
済
産
業

局
の
事
業
者
支
援
施
策
説
明
会
を
開
催
し
、
小
松
市
、
能
美
市
か
ら

18
名
が
参
加
し
た
。

　
経
済
産
業
省
中
部
経
済
産
業
局
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
の
伊
野
卓

也
氏
を
講
師
に
招
き「
中
小
企
業
関
連
支
援
施
策
等
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
各
種
補
助
金
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
伊
野
氏
は
、「
物
価
高
や
、
構
造
的
な
人
手
不
足
等
、
コ
ロ
ナ
禍
と
は

異
な
る
企
業
の
課
題
が
表
面
化
し
て
い
る
。
中
部
経
済
産
業
局
に
は
大

規
模
成
長
投
資
補
助
金
、
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
、
も
の
づ
く

り
補
助
金
、
IT
導
入
補
助
金
な
ど
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
目
の
前

の
需
要
を
人
手
不
足
の
た
め
に
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
省

人
化
投
資
を
強
力
に
支
援
し
、
持
続
的
な
賃
上
げ
に
向
け
た
環
境
設
備

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
新
た
な
設
備
投
資
に
取
組
む
際
に
は
、
対
象
と

な
る
補
助
金
に
つ
い
て
等
、
気
軽
に
問
合
せ
し
て
欲
し
い
。」と
話
し
た
。

要望書を手交する陳情団

説明会の様子

要望について説明する

講師の伊野卓也氏

3/25

4/16

防衛省近畿中部防衛局への要望

事業者支援施策説明会

木
場
潟
公
園
に
つ
い
て
改
め
て
学
ぶ

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長　
木
村
勉
）で
は
、
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和

５
年
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
や
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て
協
議

し
た
。
ま
た
、
木
場
潟
フ
ロ
ー
ラ
の
会
・
元
木
場
潟
公
園
協
会
事
務
局
長
の
北
村

広
夫
氏
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、「
木
場
潟
公
園
の
活
用
策
等
に
つ
い
て
」と
題
し
た
講

話
を
聴
い
た
。

　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
で
は
、
講
話
や
県
・
市
施
策
に
対
す
る
要
望
事
項
、
視

察
等
、
様
々
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
講
話
で
は
、ゲ
ス
ト
の
北
村
氏
が
木
場
潟
公
園
の
概
要
や
歴
史
、水
質
改
善
事
業
、

各
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
木
場
潟
公
園
は
、
令
和
５
年
４
月
23
日
東
園
地
木
場
潟
さ
と
し
る
べ「
里
山
ゾ
ー

ン
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
里
山
交
流
ハ
ウ
ス
や
農
業
体
験
ハ
ウ
ス
、
里
山
資
源
再
生
ハ

ウ
ス
等
里
山
を「
学
び
」「
遊
び
」「
体
験
」で
き
る
施
設
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
６
年
３
月
８
日
に
中
央
園
地
見
晴
ら
し
園
地
の
長
い
滑
り
台
側
に
展
望
デ
ッ

キ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

　
北
村
氏
は
、「
木
場
潟
公
園
は
、
今
後
も
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
県
民
の
憩
い
と
健
康
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
る
里
山
水
郷

魅
力
づ
く
り
に
努
め
る
。」と
話
し
た
。

ゲストの北村広夫氏講話を聴く委員
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ゆ
な
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

は
、
園
町
で
10
年
以
上
続
く
姿
勢

改
善
に
特
化
し
た
施
術
院
で
す
。

　
骨
盤
・
背
骨
を
含
め
た
全
身
を

調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
痛
み
や

凝
り
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
猫
背
・

巻
き
肩
・
ス
ト
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
・

反
り
腰
・
く
の
字
腰
な
ど
の
悪
い

姿
勢
を
、
正
し
い
綺
麗
な
姿
勢
に

改
善
し
て
く
れ
ま
す
。

　
自
宅
の
一
室
を
利
用
し
た
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
院
内
。
利

外
貨
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
！

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　
　女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

カイロプラクティック
小松市園町イ96
080-9046-6948
日曜・祝日
クレジット決済可能

［HP］

用
者
は
学
生
か
ら
ご
年
配
の
方
ま

で
幅
広
く
、
赤
ち
ゃ
ん
・
お
子
さ

ん
と
一
緒
の
来
院
も
可
能
な
の
で
、

産
後
に
骨
盤
矯
正
で
来
院
さ
れ
る

マ
マ
も
多
い
の
だ
と
か
。
施
術
は

産
後
１
か
月
か
ら
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ゆ
な
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

は
今
年
の
５
月
で
開
業
14
周
年
を

迎
え
、
15
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

　
お
客
様
か
ら
の「
楽
に
な
り
ま
し

た
！
」「
元
気
に
な
り
ま
し
た
！
」

と
い
う
声
に
、逆
に
元
気
を
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
代
表
の
益
田
さ
ん
。

　
今
後
も
気
軽
に
通
っ
て
も
ら
え

る
施
術
院
を
目
指
し
、「
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
施
術
者
で
在
れ
る
よ

う
に
、私
自
身
も
日
々
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。
誠
心
誠
意
皆

様
の
施
術
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
！
！
！
」と
意
気
込
み

を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
施
術
の
予
約
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
か
ら
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

No.304

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
小
松
空
港
に
国
際
線
が
就
航
し
て
い

る
こ
と
に
着
目
し
、
海
外
出
張
や
旅
行
で
お
財
布
に
残
っ
た
外
貨（
コ
イ

ン
・
紙
幣
）を
、
海
外
の
災
害
や
飢
餓
に
苦
し
む
子
供
達
の
た
め
に
役
立

て
た
い
と
、
小
松
商
工
会
議
所
の
受
付
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
宅
等
で
眠
っ
て
い
る
外
貨
を
、
世
界
の
子
供
達
の

た
め
の
支
援
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

募
金
箱
／
小
松
商
工
会
議
所
1
F
受
付

※

現
在
流
通
し
て
い
る
通
貨
の
み
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
平
成
９
年
に
設
立
さ
れ
、
各
種
研
修
会

の
開
催
等
を
通
じ
て
、
研
鑽
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
振
興
は
も
と

よ
り
、
環
境
の
保
全
、
福
祉
の
増
進
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
ま
で
様
々

な
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
感
性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い
に
活
か

し
て
、
積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
当
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所
に
従
事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会
費

は
一
万
円
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

〒
9
2
3-

8
5
6
6
　
小
松
市
園
町
ニ
1
番
地
　

小
松
商
工
会
議
所
　
女
性
会
　
☎
21-

3
1
2
1

姿
勢
改
善
で
健
康
な
日
々
を

代表の益田さん

会員事業所紹介

華
つ
う
し
ん

女
性
会

代表 益田 弓菜

丸内
中学校

堀川建設

北
陸
新
幹
線

I
R
い
し
か
わ
鉄
道
線

園排水機場

園町会館

梯川

ゆなカイロ
プラクティック

事業内容
所 在 地
T E L
定 休 日
そ の 他 ●昭和62年3月、厚生労働省と経済・

産業団体の協力により、出向・移籍
の専門機関として発足し、設立以来
30年以上にわたり、全国で約24万人
の人材マッチングを支援してきた、
実績と信頼のある公益財団法人です。

●人材の受入や従業員の再就職支援、
在籍出向支援など、無料でご利用い
ただけます。

●お気軽にご相談ください。

事業縮小や事務所閉鎖、構造
改革のための早期退職募集に
応じて離職を余儀なくされる
従業員の方に、在籍中からの
再就職活動をサポートします。

能力があり経験が豊富な60
歳以上の高齢者の再就職をサ
ポートします。在職高齢者だ
けでなく、離職後1年以内の
高齢者の方も登録することが
できます。

社員の人材育成や他の企業と
の交流を目的とする出向、社
員が自発的なキャリアアップ
を希望する際の出向をサポー
トします。

管理者や新入社員への研修、
コミュニケーション、ハラス
メント、コンプライアンスな
どのセミナーを企業様のご要
望を踏まえオーダーメイドに
より承ります。

産業雇用安定セン
ターが、詳しくわ
かる動画です。

公益財団法人
住所　金沢市上堤町1-12 金沢南町ビル4階
TEL.076-261-6047

産業雇用安定センター 石川事務所
ご利用時間 9:00～17:00（土・日・祝日を除く）

産業雇用安定センターとは? サービスのラインナップ
離職する従業員の方の
再就職をサポート

「キャリア人材バンク」で
高齢者の再就職をサポート

社員の人材育成やキャリア
アップの出向をサポート

社員のスキルアップや研修を
目的とするセミナー（有料）

1 2

3 4
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小松商工会議所 2024.511

会員事業所紹介
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